
島根県作業療法士会　令和6年度　第6回理事会　議事録 
 
日時：令和7年3月15日(土)　 13：30～16：00 
場所：出雲市民会館305号室・WEB併用 
出席者：小林、森脇、篠崎、岩本、石川、石田、稲垣、岩根、奥野、佐藤佑、立川、田中、福代、古田、堀江、村

上、吉岡、角　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上18名 
委任状：陶山、秋吉、岸、佐藤千、原田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上5名 
　 
1.会長挨拶　 
：新しい年度に向けて理事改選も控えている。力添えを頂ければ。関係機関との連携についてコロナ禍を経て
重要性を実感している。 
 

2.報告事項 
●広報部 
：ホームページアクセス数　(2月分)　 
ページビュー数上位…臨床指導者講習会　会員マップ　生活行為向上マネジメント研修会 
●庶務部 
： 県士会会員入退会情報　2月退会1名、入会0名　　総会員数521　名 
●福利部 
：養成校卒業生対象士会オリエンテーション開催　協会および士会の役割、生涯教育制度の説明（登録作業
療法士制度の開始）等 
●会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 
　：第４回よんぱち協会長都道府県士会長会議　 

1.山本協会長挨拶・報告：渉外活動、地域包括支援センター、JRATについて 
2. 令和6年度介護報酬改定等：厚生労働省老健局内田指導官・福祉用具関連・生産性向上について 
3. 新生涯学修制度の大方針：スムースな移行への取り組みが必要 
4.職域との連携・体制づくり事業：職域と協会・士会で双方向性を持ち情報共有を 
5. 協会員＝士会員：士会システムの利用状況と定款内容の確認についての状況を把握する必要あり 

　●専門部　脳血管障害チーム 
：9月研修会について　当初の外部講師よりキャンセル連絡あり講師を再検討中  
 

3.企画事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 
●福利部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 

　： 令和７年度島根県士会福利部主催交流会開催について　 
日時：2025年5月31日　18時半開始　場所：出雲駅前　かば　目標人数：50名　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

4.協議事項 
●広報部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：機関誌および広報紙の原稿料について　1.おおはいごん　A4記事2,000円A5記事1,000円 

2.広報　１記事2,000円　作業量への対価についてはデータ収集後に再度提案予定。 
●精神科作業療法懇話会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：名称変更について「精神科作業療法チーム」へ　総会議案書に記載予定　　　　　　　　 
●特別支援教育と作業療法委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
：名称変更について「子どもの発達と暮らしサポート委員会」へ　総会議案書に記載予定　 
●事業部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
： 次年度計画の一部変更　調整検討し作業療法フェスタを２拠点（東部・西部）で開催予定。 
●庶務部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：2025年総会前日企画（マルシェ）について　スケジュール、企画内容修正事項あり 
●事務局次長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：島根県老人福祉施設協議会事務局よりレクリエーション研修会講師依頼　石倉健一OT承諾あり 
●事務局次長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 



：しまねリハビリテーションネットワーク役員選出について　 
●会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
：【島根県庁高齢者福祉課】「福祉・介護人材確保推進会議」委員推薦について　会長継続担当 
●会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：一般社団法人島根県社会福祉士会より　2025年7月第33回日本社会福祉士会全国大会開催予定。　　　　　
　 
広告掲載・協賛の依頼あり。広告2枠（A4　1判1/4ページ）11,000円  横 87㎜×縦126㎜。 
●会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：上定市長後援会よりの推薦状依頼について　他リハ職団体と共に承諾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
●会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→継続審議 
：司法作業療法チーム（特設委員会）の設置について　経過：拘禁刑が始まることによる法務省から各地刑務
所への通達に従い島根県においても刑務所にかかる作業療法士の派遣依頼を受け、有志対応を開始中。協
議内容：今後恒常的に介入を行う方向性となれば常設委員会等の検討や既存の部局・委員会等への統合も
検討。法務省の長期的な方向性にもよる。各専門を超えて協力が必要な幅広い領域となると予測される。　　　
　 
●運転と作業療法委員会　 
：運転寿命延伸講座について　 
・参加費（講師謝礼金）：県士会として設定　60分1万円90分1万5千円　　　　　　　→承認　 
・広報の範囲：開催場所や共催団体により参加費が異なる場合あり、情報収集必要　　→継続審議 

●学術部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：県学会抄録の書き方変更について　OT協会の抄録に準じる内容で変更　19回県学会からの使用 
●学術部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認　　　　 
：査読結果記入用紙（学術誌、県学会）への追記について　査読コメント説明文に「ポジティブフィードバックも
含めて」を追記　 
●学術部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：学術誌発刊時期について　第17・18回県学会の受賞者から各1名投稿へのキャンセルが生じ臨床実践報告
16貢～20貢減の予測。対応策として19回学会の受賞者を含めて第一巻を発刊し頁調整 
●2025年度事業計画「災害対策委員会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 

　　１，現状と課題　​​1)発災時の安否確認を行うタイミング検討2)どの程度の災害規模で安否確認を行うのか被害
基準の策定3)安否確認の方法について　現在はGoogleフォームでの仕様を検討中 

　　２，協会や他団体の現状　2019年より島根JRAT発足。関連団体と災害対策について連携を図る。 
　　３，来年度事業計画　県士会員向けに広報活動を行い、協力者を募集 

災害発災時の会員安否確認方法、タイミング、安否確認を行う災害規模等検討 
委員メンバー募集　島根JRAT、しまねリハビリテーションネットワークへの協業 
島根県作業療法士会独自の発災時活動マニュアルの作成 

5.監事より  
　吉岡監事：検討が必要な課題が多岐にわたり多い。県士会を持続可能なものにできるかの過渡期と　感じてい
る。自分に何ができるか考えながら活動をしていきたい。 

　村上監事：今年度対象範囲が広いと改めて感じた。やりがいと対価、努力等あるが根性論にならないようにまず
は考えることから始めていきたい。　　 

6.会長より  
： 2、3月は関係機関に向かうことが多かった。会長動向として足跡を残すようにしている。 
　次年度に向けて各種課題について継続して取り組んでいく。 
 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
次回　令和6年度（2024）第7回理事会 
日時：令和7年4月19日（土）13:30～16：30 
場所：出雲市民会館305号室・WEB併用　 
内容：各種協議事項　他 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 


